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報 告

近畿病院図書室7協誌会第30回勉強会

日時：２０１０年７月２４日（土）１４:00～17:００

場所：奈良社会保険病院５階図番室

プログラム：

1．近畿病院図書室協議会について

社会保険神戸中央病院林伴子氏

2．病院図書室の基本業務（保管と整理）

社会保険神戸中央病院林伴子氏

3．文献入手（ILL）について

洛和会音羽病院藤原純子氏

4．KinkiWebcatの使い方

洛和会音羽病院藤原純子氏

参加者数：７名（研修部４名、目録サポート

チーム１名を含む）

1．近畿病院図書室協議会について

近畿病院図書室協議会の組織と運営について

説明された。創設年、会員数、設立F1的が示さ

れ、組織・活動内容の説明があった。近畿病院

図書室協議会のホームページの案内や、各部の

会議内容の提示、全国の関連団体の紹介などが

された。今後の展望と課題として人材の確保や

担当者の不安定な職場環境を示され、その中で

の互いの協力について述べられた。

2．病院図書室の基本業務（保管と整理）

単行書および雑誌の整備について一連の作業

を追って説明された。受け入れ･作業から始まり、

目録法・分類法などを紹介された。「利用案内の

作成」や文献検索と相互利用・利用者教育・図

研修部

蒋委興会の設定など、基本的体系について説明

された。

3．文献入手（lLL）について

InterLibraryLoanの基本をＪＭＬＡ（日本医

学例:iII:館協会）発行の『相互利用マニュアル

第五版ｊより手順を説明された。祥誌事項の確

認のためのＰｕｂＭｅｄ・医I|勤誌などの使い方の説

明や、FreeArticleや機関リポジトリについて

述べられた。

4．KinkiWebcatの使い方

KinkiWebcatの機能の説明からログイン認証

iIIii而・符理画而・機関情報の修正・所蔵データ

修正・記述の仕方などを説明され、実際にIＬＬ

を依頼されたとしての雑誌の検索・所蔵機関の

確認から11Ｉし込みに至るまでを説明された。ま

た自館用の盗料として管理画面のデータ利用法

も説明された。

｜|録サポートチームの川野氏より補足説明も

された。

今1,1は施設内異動で図書館業務担当になられ

た２名の参加であった。初めて図柵:館業務をす

るにあたり基本的な事柄について業務を時系列

に沿って、丁寧に説明された。また、これから

実際に業務が始まって困った点が出た場合は、

研修部員が相談に応じることも案内された。

（文黄：畑美之／大阪雑察病院）
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